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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる高さに並設された複数の伝熱管を備える熱交換器の一部分を構成し、前記複数の
伝熱管に接続される冷媒分配器であって、
　冷媒が上向きに流れる第１筒部と、
　前記第１筒部と接続され、前記第１筒部から流出した前記冷媒が下向きに流れる第２筒
部と、を含み、
　前記第１筒部と前記第２筒部とは、前記複数の伝熱管のうちの、異なる高さの伝熱管に
接続される、
　冷媒分配器。
【請求項２】
　前記第１筒部は、前記複数の伝熱管のうちの、上側の伝熱管に接続され、
　前記第２筒部は、前記複数の伝熱管のうちの、下側の伝熱管に接続される、
　請求項１に記載の冷媒分配器。
【請求項３】
　前記第１筒部は、前記第１筒部に接続される前記伝熱管よりも上方から流出した前記冷
媒を、前記第２筒部に流入させる、
　請求項１または請求項２に記載の冷媒分配器。
【請求項４】
　前記第２筒部の下部を、前記第１筒部の下部にバイパスさせるバイパス路をさらに備え
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、
　前記バイパス路は、少なくとも前記冷媒を逆流させたときに、前記冷媒を通過させる、
　請求項１～請求項３の何れか一項に記載の冷媒分配器。
【請求項５】
　前記バイパス路は、前記第２筒部の下端に接続されている、
　請求項４に記載の冷媒分配器。
【請求項６】
　前記バイパス路に配設され、前記冷媒を逆流させないときに前記バイパス路に前記冷媒
を通過させず、前記冷媒を逆流させたときに前記バイパス路に前記冷媒を通過させるよう
に流路を切り替える切替手段をさらに備えた、
　請求項４または請求項５に記載の冷媒分配器。
【請求項７】
　前記第１筒部と前記第２筒部との間に配設され、前記第２筒部に流れる前記冷媒の流量
を制御する流量調整装置をさらに備えた、
　請求項１～請求項６の何れか一項に記載の冷媒分配器。
【請求項８】
　請求項１～請求項７の何れか一項に記載の冷媒分配器と、
　前記第１筒部が接続された伝熱管を含む第１熱交換部と、
　前記第２筒部が接続された伝熱管を含む第２熱交換部と、を有する、
　熱交換器。
【請求項９】
　前記第１熱交換部と前記第２熱交換部とが別体で構成された、
　請求項８に記載の熱交換器。
【請求項１０】
　前記第１熱交換部と前記第２熱交換部とを有する主熱交換部と、
　副熱交換部と、を含み、
　前記冷媒分配器は、前記主熱交換部と前記副熱交換部との間を接続している、
　請求項８または請求項９に記載の熱交換器。
【請求項１１】
　請求項８～請求項１０の何れか一項に記載の熱交換器を備えた冷凍サイクル装置であっ
て、
　前記熱交換器が蒸発器として作用する際に、前記冷媒が、前記第１筒部から前記第２筒
部に流れる、
　冷凍サイクル装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の熱交換器を備えた冷凍サイクル装置であって、
　前記熱交換器が蒸発器として作用する際に、前記冷媒が、前記副熱交換部から前記主熱
交換部に流入し、前記第１筒部から前記第２筒部に流れる、
　冷凍サイクル装置。
【請求項１３】
　前記熱交換器への送風を行う送風装置をさらに備え、
　前記送風装置は、前記第２熱交換部と比較して、前記第１熱交換部の近くに配設された
、
　請求項１１または請求項１２に記載の冷凍サイクル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、冷媒が上向きに流れる第１筒部と冷媒が下向きに流れる第２筒部とを有す
る冷媒分配器、熱交換器および冷凍サイクル装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来から、重力方向に沿って複数の伝熱管を備えた熱交換器に接続される冷媒分配器が
知られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１の冷媒分配器は、冷媒供給パイプ
がヘッダパイプの内部に挿入されており、冷媒供給パイプの先端に形成された吐出口が、
ヘッダパイプの端部に形成された冷媒衝突面に対向して配置されている。特許文献１に記
載の冷媒分配器では、冷媒供給パイプの吐出口から吐出された冷媒を、冷媒衝突面に衝突
させて、気相冷媒と液相冷媒とを混合させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－００２７７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の冷媒分配器では、異なる高さに併設された複数の伝
熱管に流れる液相冷媒の流量を調整することができない。
【０００５】
　この発明は、上記のような課題を背景としてなされたものであり、異なる高さに併設さ
れた複数の伝熱管に流れる冷媒の流量を調整することができる冷媒分配器、熱交換器およ
び冷凍サイクル装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る冷媒分配器は、異なる高さに並設された複数の伝熱管を備える熱交換器
の一部分を構成し、複数の伝熱管に接続される冷媒分配器であって、冷媒が上向きに流れ
る第１筒部と、第１筒部と接続され、第１筒部から流出した冷媒が下向きに流れる第２筒
部と、を含み、第１筒部と第２筒部とは、複数の伝熱管のうちの、異なる高さの伝熱管に
接続される、ものである。
【０００７】
　また、この発明に係る熱交換器は、上記の冷媒分配器と、第１筒部が接続された伝熱管
を含む第１熱交換部と、第２筒部が接続された伝熱管を含む第２熱交換部と、を有する、
ものである。
【０００８】
　また、この発明に係る冷凍サイクル装置は、上記の熱交換器を備えた冷凍サイクル装置
であって、熱交換器が蒸発器として作用する際に、冷媒が、第１筒部から第２筒部に流れ
る、ものである。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、異なる高さに併設された複数の伝熱管に流れる冷媒の流量を調整す
ることができる冷媒分配器、熱交換器および冷凍サイクル装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】この発明の実施の形態１に係る冷凍サイクル装置の冷媒回路構成の一例を概略的
に記載した冷媒回路図である。
【図２】図１の熱源側ユニットを概略的に記載した斜視透視図である。
【図３】図２の熱源側熱交換器の一例を示す模式図である。
【図４】図１の冷凍サイクル装置において、冷媒がハイドロフルオロカーボン冷媒Ｒ４１
０ａである場合の冷凍サイクルを説明するＰ－Ｈ線図である。
【図５】図１に記載の冷媒分配器について、冷媒分配器の高さ位置と液冷媒流量の偏り量
との関係を示すグラフである。
【図６】この発明の実施の形態１に係る冷媒分配器の比較例の模式図である。
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【図７】図６に記載の比較例に係る冷媒分配器について、冷媒分配器の高さ位置と液冷媒
流量の偏り量との関係を示すグラフである。
【図８】この発明の実施の形態２に係る熱源側ユニットを概略的に記載した斜視透視図で
ある。
【図９】図８の熱源側熱交換器の一例を示す正面模式図である。
【図１０】図９の熱源側熱交換器の背面模式図である。
【図１１】図９および図１０の熱源側熱交換器の断面を概略的に記載した断面図である。
【図１２】この発明の実施の形態３に係る冷凍サイクル装置の冷媒回路構成の一例を概略
的に記載した冷媒回路図である。
【図１３】図１２の利用側ユニットを概略的に記載した斜視図である。
【図１４】図１３に記載の利用側ユニットからカバーを取り外した状態を示す斜視図であ
る。
【図１５】この発明の実施の形態４に係る冷凍サイクル装置の冷媒回路構成の一例を概略
的に記載した冷媒回路図である。
【図１６】図１５の熱源側ユニットを概略的に記載した斜視透視図である。
【図１７】図１６に記載の熱源側熱交換器において、伝熱管の高さ位置と熱源側熱交換器
を通過する風量との関係を示すグラフである。
【図１８】図１６に記載の熱源側熱交換器において、伝熱管の高さ位置と液冷媒が流れる
冷媒流量との関係を示すグラフである。
【図１９】この発明の実施の形態５に係る冷凍サイクル装置の冷媒回路構成の一例を概略
的に記載した冷媒回路図である。
【図２０】図１９の熱源側ユニットを概略的に記載した斜視透視図である。
【図２１】図１９に記載の熱源側熱交換器において、伝熱管の高さ位置と液冷媒が流れる
冷媒流量との関係を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、この発明の実施の形態について説明する。なお、各図中、同一
または相当する部分には、同一符号を付して、その説明を適宜省略または簡略化する。ま
た、各図に記載の構成について、その形状、大きさおよび配置等は、この発明の範囲内で
適宜変更することができる。
【００１２】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１に係る冷凍サイクル装置の冷媒回路構成の一例を概略
的に記載した冷媒回路図であり、図２は、図１の熱源側ユニットを概略的に記載した斜視
透視図である。この実施の形態に係る冷凍サイクル装置１は、例えば空調対象である室内
の空調を行う空気調和装置であり、熱源側ユニット１Ａと利用側ユニット１Ｂとを含んで
構成されている。
【００１３】
　熱源側ユニット１Ａは、利用側ユニット１Ｂと共に冷媒を循環させる冷凍サイクルを構
成することで、空調の熱を廃熱または供給するものである。熱源側ユニット１Ａは、例え
ば戸外に設置されるものである。熱源側ユニット１Ａは、筐体２０を有しており、筐体２
０内に圧縮機１０、流路切替器６０、熱源側熱交換器４０、送風ユニット３０、絞り装置
５０、アキュムレータ７０等を収納している。
【００１４】
　利用側ユニット１Ｂは、空調対象である室内等に設置されるものであり、利用側熱交換
器８０を備えている。そして、冷凍サイクル装置１は、圧縮機１０と流路切替器６０と利
用側熱交換器８０と絞り装置５０と熱源側副熱交換部４０Ｂとキャピラリーチューブ３３
と冷媒分配器１００と熱源側主熱交換部４０Ａと合流管２００とアキュムレータ７０とで
構成された冷凍サイクルを有している。
【００１５】
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　圧縮機１０は、吸引した冷媒を圧縮して高温・高圧の状態にするものであって、例えば
スクロール型圧縮機、レシプロ型圧縮機、ベーン型圧縮機等から構成されている。流路切
替器６０は、冷房運転もしくは暖房運転の運転モードの切替に応じて、暖房流路と冷房流
路との切替を行うものであって、例えば四方弁で構成されている。流路切替器６０は、暖
房運転時において、圧縮機１０の吐出側と利用側熱交換器８０とを接続するとともに、熱
源側熱交換器４０とアキュムレータ７０とを接続する。一方、流路切替器６０は、冷房運
転時において、圧縮機１０の吐出側と熱源側熱交換器４０とを接続するとともに、利用側
熱交換器８０とアキュムレータ７０とを接続する。なお、流路切替器６０として四方弁を
用いた場合について例示しているが、これに限らず例えば複数の二方弁等を組み合わせて
構成してもよい。
【００１６】
　熱源側熱交換器４０は、冷媒と外気との間で熱交換を行うものであって、例えば筐体２
０の正面左側にＬ字状に曲げられた形状を有している。熱源側熱交換器４０は、熱源側主
熱交換部４０Ａと熱源側副熱交換部４０Ｂとを有している。熱源側主熱交換部４０Ａは重
力方向の上側に配置されており、熱源側副熱交換部４０Ｂは熱源側主熱交換部４０Ａより
も下側に配置されている。熱源側主熱交換部４０Ａと熱源側副熱交換部４０Ｂとは一体的
に形成されており、共通の伝熱フィン４０Ｄの異なる領域に設けられている。
【００１７】
　図３は、図２の熱源側熱交換器の一例を示す模式図である。熱源側熱交換器４０は、複
数の伝熱管４０Ｃに伝熱フィン４０Ｄが例えば１ｍｍ間隔で多数挿入され構成されている
。熱源側熱交換器４０は、異なる高さに並設された複数の伝熱管４０Ｃを有する。動作時
には、矢印Ａに示すように複数の伝熱フィン４０Ｄの隙間に沿う方向から送風が行われ、
冷媒が矢印Ｂに示すように伝熱管４０Ｃの軸方向に流動する。これによって、冷媒と空気
との熱交換が行われて、廃熱・熱供給が実現される。熱源側主熱交換部４０Ａと熱源側副
熱交換部４０Ｂとは、同一の伝熱フィン４０Ｄ上に一体的に設けられており、伝熱管４０
Ｃは、熱源側主熱交換部４０Ａと熱源側副熱交換部４０Ｂとで互いに独立している。
【００１８】
　図１に示すように、熱源側主熱交換部４０Ａは、合流管２００および冷媒分配器１００
に接続されている。合流管２００は、熱源側主熱交換部４０Ａが蒸発器として機能する際
（暖房運転時）に、冷媒出口になるものであって、流路切替器６０に接続されている。冷
媒分配器１００は、熱源側主熱交換部４０Ａが蒸発器として機能する際（暖房運転時）に
冷媒入口になるものである。暖房運転時において、冷媒分配器１００に流入した冷媒は、
熱源側主熱交換部４０Ａの各伝熱管４０Ｃへ分配され、合流管２００から流出するように
なっている。
【００１９】
　熱源側副熱交換部４０Ｂの一方には絞り装置５０が接続されており、他方にはキャピラ
リーチューブ３３を介して冷媒分配器１００が接続されている。そして、暖房運転時にお
いて、冷媒が、絞り装置５０から熱源側副熱交換部４０Ｂへ流入し、冷媒分配器１００側
に流出することになる。
【００２０】
　冷媒分配器１００は、第１筒部１００Ａと第２筒部１００Ｂとを有したヘッダ型分配器
である。第１筒部１００Ａおよび第２筒部１００Ｂのそれぞれは、ヘッダ型分配管であり
、重力方向の上下に延びている。第１筒部１００Ａおよび第２筒部１００Ｂのそれぞれは
、ヘッダおよびヘッダから熱源側主熱交換部４０Ａの各伝熱管４０Ｃに接続された分岐管
を有している。第１筒部１００Ａの上部と第２筒部１００Ｂの上部とが接続されており、
暖房運転時において、冷媒分配器１００に流入した冷媒は、第１筒部１００Ａ内を上向き
に流れ、その後に、第２筒部１００Ｂ内を下向きに流れながら、各伝熱管４０Ｃに分配さ
れる。なお、第１筒部１００Ａと第２筒部１００Ｂとは別々の部材で構成され冷媒配管で
接続されていてもよく、または第１筒部１００Ａと第２筒部１００Ｂとは１つの部材に曲
げ加工等を施して形成されていてもよい。
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【００２１】
　第１筒部１００Ａと第２筒部１００Ｂとは、重力方向の異なる位置で、熱源側主熱交換
部４０Ａの伝熱管４０Ｃに接続されている。すなわち、第１筒部１００Ａは重力方向の上
側の伝熱管４０Ｃに接続され、第２筒部１００Ｂは重力方向の下側の伝熱管４０Ｃに接続
されている。なお、好適には、第１筒部１００Ａは、第１筒部１００Ａに接続された伝熱
管４０Ｃよりも上側で、第２筒部１００Ｂと接続されており、第２筒部１００Ｂは、第２
筒部１００Ｂに接続された伝熱管４０Ｃよりも上側で、第１筒部１００Ａと接続されてい
る。
【００２２】
　第２筒部１００Ｂの下部は、第１筒部１００Ａの下部とバイパス路１００Ｃでバイパス
されている。好適には、第２筒部１００Ｂの下端が、バイパス路１００Ｃに接続される。
バイパス路１００Ｃは、少なくとも、冷媒が暖房運転時とは逆向きに流れる冷房運転時（
熱源側熱交換器４０が凝縮器として動作する場合）に、冷媒等の流体を通過させるもので
ある。バイパス路１００Ｃには、例えば逆止弁で構成される切替手段１００Ｄが設置され
ていてもよい。切替手段１００Ｄは、熱源側熱交換器４０が凝縮器として動作する場合に
、バイパス路に冷媒等の流体を通過させるように流路を切り替えるものである。
【００２３】
　送風ユニット３０は、熱源側熱交換器４０への送風を行うものであって、熱源側熱交換
器４０と対向するよう設けられている。なお、図２の送風ユニット３０は、筐体２０内で
圧縮機１０と、図示しないアキュムレータ７０と流路切替器６０とに干渉させないことを
両立させている。例えば、第１送風ユニット３０Ａは熱源側主熱交換部４０Ａと対向する
ように筐体２０の上部に配置されており、第２送風ユニット３０Ｂは熱源側副熱交換部４
０Ｂと熱源側主熱交換部４０Ａとに対向するように筐体２０の下部に配置されている。
【００２４】
　絞り装置５０は、利用側熱交換器８０と熱源側副熱交換部４０Ｂとの間に設けられてお
り、流量を調整することによって冷媒の温度を調整するものである。この絞り装置５０は
、例えばＬＥＶ（リニア電子膨張弁）などに代表される絞り装置または開閉によって冷媒
の流れのＯＮ／ＯＦＦを行う開閉弁等からなっている。アキュムレータ７０は、圧縮機１
０の吸引側に設けられたものであって冷媒を貯留するものである。そして、圧縮機１０は
アキュムレータ７０に貯留された冷媒のうちガス冷媒を吸引し圧縮するようになっている
。
【００２５】
　次に、図１を参照して、熱源側熱交換器４０が蒸発器として動作する場合（暖房運転）
の冷凍サイクル装置１の動作例について説明する。まず、冷媒が圧縮機１０において圧縮
されたガス冷媒になり、圧縮機１０から流路切替器６０を介して利用側熱交換器８０へと
流れる。その後、ガス冷媒は、利用側熱交換器８０において放熱し気体から液体へと凝縮
し、凝縮した冷媒が絞り装置５０において減圧されることで気液二相状態となる。そして
、気液二相状態の冷媒が熱源側副熱交換部４０Ｂへと流入し、第２送風ユニット３０Ｂの
送風によって空気から吸熱することで液体が蒸発し、気液二相状態の気体の割合が上昇す
る。その後、気液二相状態の冷媒は、キャピラリーチューブ３３で減圧された後に冷媒分
配器１００に流入する。冷媒分配器１００において、気液二相状態の冷媒が熱源側主熱交
換部４０Ａの複数の伝熱管４０Ｃに分配され、第１送風ユニット３０Ａおよび第２送風ユ
ニット３０Ｂの送風によって空気から吸熱することで気液二相状態が気相となり、流路切
替器６０を経てアキュムレータ７０に流れる。その後、アキュムレータ７０内の気相冷媒
が圧縮機１０へと吸入される。
【００２６】
　図４は、図１の冷凍サイクル装置１において、冷媒がハイドロフルオロカーボン冷媒Ｒ
４１０ａである場合の冷凍サイクルを説明するＰ－Ｈ線図である。なお、図４において、
熱源側熱交換器４０が蒸発器として動作する場合（暖房運転）について説明する。また、
図４のうち、略台形の実線が冷凍サイクルの動作状態を示しており、横軸のエンタルピー
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軸から伸びたＸ＝０．１からＸ＝０．９の線は冷媒の気相の比率を示す等乾き度線であり
、凸実線は飽和線であり、飽和線の右側の領域は気体、左側の領域は液体となる。
【００２７】
　上述した暖房運転時の冷凍サイクルは、点ＡＢから点ＡＣ、点ＡＤ、点ＡＥ、点ＡＦ、
点ＡＡにて運転される。点ＡＢは圧縮機１０の吐出部で過熱気体である。冷媒は利用側熱
交換器８０で放熱されることで利用側熱交換器８０の出口では点ＡＣの過冷却液になる。
その後、冷媒は絞り装置５０を通過することで減圧され、点ＡＤの乾き度０．０５程度の
気液二相状態になる。この気液二相状態の冷媒は熱源側副熱交換部４０Ｂにおいて一部吸
熱蒸発することで点ＡＥまで乾き度Ｘの上昇と圧力の低下とが生じ、キャピラリーチュー
ブ３３において更に減圧することで点ＡＦの乾き度０．２０程度の気液二相状態となり冷
媒分配器１００に流入する。冷媒分配器１００で分配された冷媒は熱源側主熱交換部４０
Ａに流入し吸熱蒸発することで、点ＡＡの過熱気体に変化し、アキュムレータ７０を介し
て圧縮機１０へと吸入される。
【００２８】
　上記のように、熱源側熱交換器４０が蒸発器として動作する場合、冷媒分配器１００に
は気液二相状態の冷媒が流入する。冷媒分配器１００内において、気液二相冷媒は気相冷
媒と液相冷媒とが密度が異なる状態で混在しており、各相が流速に依存した運動エネルギ
ーと重力によって定まる位置エネルギーとの釣り合いを維持しながら流動する。このとき
に、熱源側熱交換器４０の熱交換効率を高めるためには、エンタルピーが低い液相の冷媒
が冷媒分配器１００から各々の伝熱管４０Ｃへ均等に分配されることが望ましい場合があ
る。しかしながら、例えば、冷凍サイクル装置１が低負荷で運転しているときの冷媒循環
量が少ない場合等において、冷媒の乾き度によっては、液相冷媒が高さ位置によって不均
一に分配されてしまう場合がある。冷媒分配器の重力方向の上側では、冷媒の運動量が小
さくなり、気相冷媒の割合が多くなる傾向があるからである。そこで、この実施の形態に
係る冷媒分配器１００は、冷媒が上向きに流れる第１筒部１００Ａと、第１筒部１００Ａ
と接続され、第１筒部１００Ａが流出した冷媒が下向きに流れる第２筒部１００Ｂとを含
んで構成してあり、第１筒部１００Ａを複数の伝熱管４０Ｃのうちの重力方向の上側の伝
熱管に接続し、第２筒部１００Ｂを複数の伝熱管４０Ｃのうちの下側の伝熱管に接続して
ある。
【００２９】
　図５は、図１に記載の冷媒分配器について、冷媒分配器の高さ位置と液冷媒流量の偏り
量との関係を示すグラフである。なお、図５は、冷媒分配器１００の入口に流入した冷媒
の乾き度がＸ＝０．２０の場合を図示している。図５に示すように、この実施の形態に係
る冷媒分配器１００は、重力方向の上側と下側とで、液相冷媒を熱源側主熱交換部４０Ａ
に均等に分配することができる。なぜなら、冷媒分配器１００の第１筒部１００Ａは、冷
媒の流入側であり、冷媒の運動量が大きいため、重力に対抗する上昇流でも上端部まで液
相冷媒を流入させることができる。また、第２筒部１００Ｂでは、第１筒部１００Ａから
流入した液相冷媒が重力の作用する向きに流れる。その結果、この実施の形態では、液相
冷媒を冷媒分配器１００の上部まで到達させて、重力方向の異なる高さに並設された複数
の伝熱管４０Ｃに、液相冷媒を均一に分配できるため、液相冷媒を熱源側主熱交換部４０
Ａに均等に分配することができる。
【００３０】
　図６は、この発明の実施の形態１に係る冷媒分配器の比較例の模式図であり、図７は、
図６に記載の比較例に係る冷媒分配器について、冷媒分配器の高さ位置と液冷媒流量の偏
り量との関係を示すグラフである。なお、図７は、冷媒分配器５００の入口に流入した冷
媒の乾き度がＸ＝０．０５の場合を図示している。図６に示すように、比較例の冷媒分配
器５００は、重力方向に沿って延びる筒形状を有している。比較例の冷媒分配器５００で
は、重力方向の上側で気相冷媒の割合が多くなり、下側で液相冷媒の割合が多くなる傾向
にある。このため、図７に示すように、比較例の冷媒分配器５００では、冷媒の乾き度お
よび循環量によっては、熱交換器５１０の低い位置に液相冷媒が偏って流れるとともに、
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高い位置には液相冷媒が流れない場合がある。このように、比較例の冷媒分配器５００で
は、熱交換器５１０に液相冷媒が著しく不均等に分配されてしまう場合があり、このとき
には熱交換効率が低下してしまう。なお、上記の説明では、冷媒の乾き度がＸ＝０．０５
の場合について例示したが、冷媒の乾き度Ｘが例えば０．２以下である場合、冷媒分配器
５００から液相冷媒が均等に分配されない傾向にある。
【００３１】
　上記のように、この実施の形態では、冷媒分配器１００を、冷媒が上向きに流れる第１
筒部１００Ａと、第１筒部１００Ａと接続され、第１筒部１００Ａが流出した冷媒が下向
きに流れる第２筒部１００Ｂとを含んで構成してあり、第１筒部１００Ａを複数の伝熱管
４０Ｃのうちの重力方向の上側に接続し、第２筒部１００Ｂを複数の伝熱管４０Ｃのうち
の下側に接続してある。このため、この実施の形態によれば、液相冷媒を熱源側主熱交換
部４０Ａに均等に分配することができる。
【００３２】
　さらに、この実施の形態によれば、熱源側熱交換器４０が凝縮器として動作する際（冷
凍サイクル装置１の冷房運転時）に、圧縮機油が第２筒部１００Ｂの下部に滞留すること
を抑制することができる。冷凍サイクル装置１の冷房運転時においては、冷媒の流れる向
きが逆転し、第２筒部１００Ｂ内には熱源側主熱交換部４０Ａから液相または気液二相状
態の冷媒が流入する。このときに、この実施の形態では、第２筒部１００Ｂの下部が、第
１筒部１００Ａの下部とバイパス路１００Ｃでバイパスされており、少なくとも冷媒を逆
流させたときに、冷媒等の流体が通過することができるように構成されているため、圧縮
機油が第２筒部１００Ｂの下部に滞留することを抑制することができる。なお、バイパス
路１００Ｃに、切替手段１００Ｄを設けて、冷媒を逆流させたときに、バイパス路１００
Ｃに積極的に冷媒が流れるようにしてあってもよい。このように構成することによって、
熱源側主熱交換部４０Ａから第２筒部１００Ｂに流入した液相または気液二相状態の冷媒
は、圧力損失が小さい切替手段１００Ｄ側に大半が流出し、一部が第１筒部１００Ａに流
出する。
【００３３】
　この実施の形態は、上記の説明に限定されるものではない。例えば、上記の説明では、
冷媒分配器１００が第１筒部１００Ａおよび第２筒部１００Ｂの２本の分配管を備えて構
成された例についての説明を行ったが、この実施の形態に係る冷媒分配器は、第１筒部１
００Ａおよび第２筒部１００Ｂに加えて、更なる分配管を備える構成であってもよい。３
本以上の分配管を備えた冷媒分配器である場合には、冷媒の運動量が大きい側の分配管を
、重力方向の上側の伝熱管に接続すればよい。
【００３４】
実施の形態２．
　図８は、この発明の実施の形態２に係る熱源側ユニットを概略的に記載した斜視透視図
であり、図８を参照して熱源側ユニット１０２Ａについて説明する。なお、図８の熱源側
ユニット１０２Ａにおいて図２の熱源側ユニット１Ａと同一の構成を有する部位には同一
の符号を付してその説明を省略する。図８の熱源側ユニット１０２Ａが図１の熱源側ユニ
ット１Ａと異なる点は、熱源側熱交換器４１が扁平伝熱管を備えている点である。
【００３５】
　具体的には、図９は、図８の熱源側熱交換器の一例を示す正面模式図であり、図１０は
、図９に示す熱源側熱交換器の背面模式図であり、図１１は、図９および図１０の熱源側
熱交換器の断面を概略的に記載した断面図である。熱源側熱交換器４１は、熱源側主熱交
換部４１Ａと熱源側副熱交換部４１Ｂとを有し、複数の扁平伝熱管４１Ｃに伝熱フィン４
１Ｄが例えば１ｍｍ間隔で多数挿入され構成されている。この実施の形態に係る扁平伝熱
管４１Ｃは、図１０に示すように、背面側で折り曲げられており、１本の扁平伝熱管４１
Ｃが、隣接する上下２段分の流路を形成している。そして、扁平伝熱管４１Ｃは、左右方
向に２列に配置されており、左右に隣り合う扁平伝熱管４１Ｃの上側同士は、図９に示す
ように、正面側で接続管４１Ｅにて接続されている。
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【００３６】
　また、熱源側主熱交換部４１Ａは、正面側で合流管２００および冷媒分配器１００に接
続されている。すなわち、図９の右側では、接続管４１Ｅが接続されていない扁平伝熱管
４１Ｃの下側に合流管２００が接続され、左側では、接続管４１Ｅが接続されていない扁
平伝熱管４１Ｃの下側に、冷媒分配器１００が接続されている。
【００３７】
　図１１に示すように、扁平伝熱管４１Ｃは、扁平形状を有し、略矩形の断面に複数の流
路が形成された扁平多穴管の伝熱管である。扁平伝熱管４１Ｃとすることによって、流路
が１つずつ形成されるパイプ管等では、製造上困難であった１流路あたり直径５ｍｍ未満
の断面積を持つ流路を形成することができる。この実施の形態では、流路断面積を小さく
することができるため、冷媒容量を削減することができ、且つ冷媒の流速が速くなる。さ
らに、この実施の形態では、冷媒の流速が速くなるように構成されているため、冷媒分配
器１００は、熱源側主熱交換部４１Ａに液相冷媒を均等に分配することができる。さらに
また、この実施の形態では、扁平伝熱管４１Ｃの上下２つの接続口のうちの下側に、冷媒
分配器１００が接続されており、運動量の大きい冷媒が、扁平伝熱管４１Ｃに流入される
ようになっているため、熱源側主熱交換部４１Ａに液相冷媒を均等に分配することができ
る。
【００３８】
　この実施の形態は、上記の説明に限定されるものではない。例えば、上記の説明では、
扁平伝熱管４１Ｃの上下２つの接続口のうちの下側に冷媒分配器１００を接続し、上側の
接続口に接続管４１Ｅを接続した例についての説明を行ったが、上側に冷媒分配器１００
を接続し、下側に接続管４１Ｅを接続する構成であってもよい。
【００３９】
実施の形態３．
　図１２は、この発明の実施の形態３に係る冷凍サイクル装置の冷媒回路構成の一例を概
略的に記載した冷媒回路図であり、図１３は、図１２の利用側ユニットを概略的に記載し
た斜視図であり、図１４は、図１３に記載の利用側ユニットからカバーを取り外した状態
を示す斜視図である。図１２～図１４を参照して冷凍サイクル装置３０１について説明す
る。なお、図１２の冷凍サイクル装置３０１において図１の冷凍サイクル装置１と同一の
構成を有する部位には同一の符号を付してその説明を省略する。図１３の冷凍サイクル装
置３０１が図１の冷凍サイクル装置１と異なる点は、利用側ユニット１Ｂ１の利用側熱交
換器８０Ａに、冷媒分配器１００を適用した点である。
【００４０】
　利用側ユニット１Ｂ１は、図１３および図１４に示すように、天面と底面に開口を備え
た筐体８２を有しており、筐体８２内に、利用側熱交換器８０Ａと冷媒分配器１００と送
風ユニット３９とを収容している。筐体８２の天面側の開口部にはフィルター８４Ａが設
置されており、筐体８２の底面側の開口部にはフィルター８４Ｂが設置されている。
【００４１】
　利用側熱交換器８０Ａは、合流管２００および冷媒分配器１００に接続されている。合
流管２００は、利用側熱交換器８０Ａが蒸発器として機能する際（冷房運転時）に冷媒出
口になるものであって、流路切替器６０に接続されている。冷媒分配器１００は、利用側
熱交換器８０Ａが蒸発器として機能する際（冷房運転時）に冷媒入口になるものであって
、絞り装置５０を介して熱源側熱交換器４０に接続されている。
【００４２】
　利用側熱交換器８０Ａの下側には、送風ユニット３９が設置されている。利用側ユニッ
ト１Ｂ１は、例えば室内に設置されるものであるため、設置スペースに制約がある場合が
多い。このため、この実施の形態では、所望の送風量を得るために、左右（長手方向）に
２個の送風ユニット３９が設置されている。なお、１個の送風ユニット３９を有する構成
であってもよく、３個以上の送風ユニット３９を有する構成であってもよい。
【００４３】
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　送風ユニット３９は、筐体８２の底面側の開口部から室内空気を吸い込み、利用側熱交
換器８０Ａを通過させ、筐体８２の天面側の開口部から吹き出すように、空気流れを発生
させるものである。このときに、筐体８２に取り込まれた室内空気は、利用側熱交換器８
０Ａの内部を流動する冷媒（外部から供給された冷媒）と熱交換を行って、冷却または加
熱され、空調空気となり、筐体８２の天面側の開口部から吹き出される。また、このとき
に、フィルター８４Ａ、フィルター８４Ｂおよび図示を省略してある集塵フィルター等に
よって、空気中の塵埃が除去される。
【００４４】
実施の形態４．
　図１５は、この発明の実施の形態４に係る冷凍サイクル装置の冷媒回路構成の一例を概
略的に記載した冷媒回路図であり、図１６は、図１５の熱源側ユニットを概略的に記載し
た斜視透視図である。なお、図１５、図１６において、図１、図２と同一の構成を有する
部位には同一の符号を付してその説明を省略する。図１５の冷凍サイクル装置１－１では
、図１の冷凍サイクル装置１と比較して、キャピラリーチューブ３３、熱源側副熱交換部
４０Ｂ、絞り装置５０、バイパス路１００Ｃおよび切替手段１００Ｄが省略されている。
また、図１５の冷凍サイクル装置１－１では、図１の冷凍サイクル装置１と比較して、熱
源側熱交換器４０が、第１熱交換部４０Ａ１と第２熱交換部４０Ａ２とを含んで構成され
ている。また、図１５の冷凍サイクル装置１－１では、図１の冷凍サイクル装置１と比較
して、２台の利用側ユニット１Ｂ－１を含んで構成されている。
【００４５】
　熱源側ユニット１Ａ－１は、筐体２０Ａを有しており、筐体２０Ａ内に圧縮機１０、流
路切替器６０、熱源側熱交換器４０－１、送風ユニット３１、アキュムレータ７０等を収
納している。熱源側ユニット１Ａ－１には、２台の利用側ユニット１Ｂ－１が並列に接続
されている。利用側ユニット１Ｂ－１のそれぞれは、利用側熱交換器８０－１と絞り装置
８１－１とを備えている。なお、図１５の例では、１台の熱源側ユニット１Ａ－１に、２
台の利用側ユニット１Ｂ－１が並列に接続されているが、この実施の形態はこれに限定さ
れるものではない。すなわち、１台の熱源側ユニット１Ａ－１に、３台以上の複数の利用
側ユニット１Ｂ－１が並列に接続されていてもよく、１台の利用側ユニット１Ｂ－１が接
続されていてもよい。そして、冷凍サイクル装置１－１は、圧縮機１０と流路切替器６０
と利用側熱交換器８０－１と絞り装置８１－１と冷媒分配器１００と熱源側熱交換器４０
－１と合流管２００－１とアキュムレータ７０とで構成された冷凍サイクルを有している
。
【００４６】
　熱源側熱交換器４０－１は、第１熱交換部４０Ａ１と第２熱交換部４０Ａ２とを含んで
いる。第１熱交換部４０Ａ１と第２熱交換部４０Ａ２とは、それぞれが独立した別体で構
成されている。つまり、第１熱交換部４０Ａ１の伝熱フィンと第２熱交換部４０Ａ２の伝
熱フィンとは、別体で構成されている。第１熱交換部４０Ａ１および第２熱交換部４０Ａ
２は、図１６に示すように、上方から見たときに、２回曲げ形状を有している。第１熱交
換部４０Ａ１は、第２熱交換部４０Ａ２の上方に設置されている。
【００４７】
　図１５に示すように、熱源側熱交換器４０－１は、合流管２００－１および冷媒分配器
１００に接続されている。合流管２００－１は、熱源側熱交換器４０－１が蒸発器として
機能する際（暖房運転時）に、冷媒出口になるものであって、流路切替器６０に接続され
ている。冷媒分配器１００は、熱源側熱交換器４０－１が蒸発器として機能する際（暖房
運転時）に冷媒入口になるものである。暖房運転時において、冷媒分配器１００に流入し
た冷媒は、熱源側熱交換器４０－１の各伝熱管へ分配され、合流管２００－１から流出す
るようになっている。
【００４８】
　冷媒分配器１００は、第１筒部１００Ａと第２筒部１００Ｂとを有している。第１筒部
１００Ａは、第２熱交換部４０Ａ２の上方の第１熱交換部４０Ａ１に接続されている。第
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２筒部１００Ｂは、第１熱交換部４０Ａ１の下方の第２熱交換部４０Ａ２に接続されてい
る。この実施の形態の例では、第１筒部１００Ａが、第２筒部１００Ｂと比較して、長く
形成されている。第１筒部１００Ａが接続された第１熱交換部４０Ａ１は、第２筒部１０
０Ｂが接続された第２熱交換部４０Ａ２と比較して、冷媒が流れる冷媒流量が多くなって
いる。なお、第１筒部１００Ａが、第２筒部１００Ｂと比較して、短く形成され、第１熱
交換部４０Ａ１に流れる冷媒の流量が、第２熱交換部４０Ａ２と比較して、少なくなるよ
うに構成されていてもよい。
【００４９】
　合流管２００－１は、第１合流管２００Ａと第２合流管２００Ｂとを有している。第１
合流管２００Ａは、第２熱交換部４０Ａ２の上方の第１熱交換部４０Ａ１に接続されてい
る。第２合流管２００Ｂは、第１熱交換部４０Ａ１の下方の第２熱交換部４０Ａ２に接続
されている。暖房運転時において、第１合流管２００Ａから流出した冷媒と第２合流管２
００Ｂから流出した冷媒とが合流して、流路切替器６０に流れる。なお、図１５に示す例
では、第１合流管２００Ａと第２合流管２００Ｂとが、別々の部材で構成されているが、
第１合流管２００Ａと第２合流管２００Ｂとが、一体的に構成されていてもよい。
【００５０】
　図１６に示すように、送風ユニット３１は、熱源側熱交換器４０－１の第１熱交換部４
０Ａ１および第２熱交換部４０Ａ２への送風を行うものであって、筐体２０Ａの上部に設
置されている。なお、送風ユニット３１は、筐体２０Ａの内部で圧縮機１０と、図示しな
いアキュムレータ７０と流路切替器６０とに干渉させないことを両立させている。例えば
、この実施の形態の例の筐体２０Ａは、筐体２０Ａの側面のうちの３方向から空気を吸い
込み、筐体２０Ａの上面からおおよそ垂直方向に空気を吹き出すように構成されている。
例えば、送風ユニット３１は、筐体２０Ａの側面のうちの３方向から空気を吸い込み、筐
体２０Ａの内部で空気の流れを変更し、筐体２０Ａの上部から空気を吹き出すように、空
気の流れを発生させる。つまり、この実施の形態の例では、第１熱交換部４０Ａ１および
第２熱交換部４０Ａ２を通過する気流の向きと、送風ユニット３１が吸い込む気流の向き
とが異なっている。
【００５１】
　絞り装置８１－１は、利用側熱交換器８０－１と熱源側熱交換器４０－１との間に設け
られており、流量を調整することによって冷媒の状態を調整するものである。この絞り装
置８１－１は、例えばＬＥＶ（リニア電子膨張弁）などに代表される絞り装置または開閉
によって冷媒の流れのＯＮ／ＯＦＦを行う開閉弁等からなっている。
【００５２】
　次に、図１５および図１６を参照して、熱源側熱交換器４０－１の第１熱交換部４０Ａ
１及び第２熱交換部４０Ａ２が蒸発器として動作する場合（暖房運転）の冷凍サイクル装
置１－１の動作例について説明する。まず、冷媒が圧縮機１０において圧縮されたガス冷
媒になり、圧縮機１０から流路切替器６０を介して利用側熱交換器８０－１へと流れる。
その後、ガス冷媒は、利用側熱交換器８０－１において放熱し気体から液体へと凝縮し、
凝縮した冷媒が絞り装置８１－１において減圧されることで気液二相状態となる。その後
、気液二相状態の冷媒は、第１筒部１００Ａ、第２筒部１００Ｂの順に流れながら、第１
熱交換部４０Ａ１および第２熱交換部４０Ａ２に流入する。第１熱交換部４０Ａ１および
第２熱交換部４０Ａ２に流入した冷媒は、送風ユニット３１の送風によって空気から吸熱
することで気液二相状態が気相となり、第１合流管２００Ａ、第２合流管２００Ｂを経て
合流し、流路切替器６０、アキュムレータ７０の順に流れる。その後、アキュムレータ７
０内の気相冷媒が圧縮機１０へと吸入される。
【００５３】
　ここで、第１熱交換部４０Ａ１及び第２熱交換部４０Ａ２が蒸発器として動作する場合
、第１筒部１００Ａ及び第２筒部１００Ｂには気液二相状態の冷媒が流入する。気液二相
冷媒は気相冷媒と液相冷媒とが密度が異なる状態で混在しており、各相が流速に依存した
運動エネルギーと重力によって定まる位置エネルギーの釣り合いを維持しながら流動する
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。このときに、第１熱交換部４０Ａ１の熱負荷と第２熱交換部４０Ａ２の熱負荷とが異な
る場合には、第１熱交換部４０Ａ１の熱負荷及び第２熱交換部４０Ａ２の熱負荷に応じて
、第１熱交換部４０Ａ１及び第２熱交換部４０Ａ２に流れる冷媒の量を調整して分配する
ことによって、熱源側熱交換器４０－１の熱交換効率を向上させることができる。
【００５４】
　図１７は、図１６に記載の熱源側熱交換器において、伝熱管の高さ位置と熱源側熱交換
器を通過する風量との関係を示すグラフであり、図１８は、図１６に記載の熱源側熱交換
器において、伝熱管の高さ位置と液冷媒が流れる冷媒流量との関係を示すグラフである。
図１６に示すように、熱源側ユニット１Ａ－１においては、第１熱交換部４０Ａ１と第２
熱交換部４０Ａ２とが、送風ユニット３１と異なった距離で配置されているため、図１７
に示すように、第１熱交換部４０Ａ１を通過する空気の風量と第２熱交換部４０Ａ２を通
過する空気の風量とが異なる。したがって、熱源側ユニット１Ａ－１では、第１熱交換部
４０Ａ１の熱負荷と第２熱交換部４０Ａ２の熱負荷とが異なっている。具体的には、この
実施の形態の例では、第２熱交換部４０Ａ２の上方に設置された第１熱交換部４０Ａ１が
、第２熱交換部４０Ａ２と比較して、送風ユニット３１の近くに設置されている。よって
、この実施の形態の例では、第１熱交換部４０Ａ１を通過する空気の風量が、第２熱交換
部４０Ａ２を通過する空気の風量と比較して、相対的に多いため、第１熱交換部４０Ａ１
の熱負荷が、第２熱交換部４０Ａ２の熱負荷と比較して、相対的に大きい。
【００５５】
　熱源側熱交換器４０－１の第１熱交換部４０Ａ１及び第２熱交換部４０Ａ２が蒸発器と
して機能するときの熱交換効率は、冷凍サイクル装置１－１の性能として重要であるため
、第１熱交換部４０Ａ１の熱負荷と第２熱交換部４０Ａ２の熱負荷との比に応じて、第１
熱交換部４０Ａ１及び第２熱交換部４０Ａ２のそれぞれに流れる冷媒の量を調整して分配
することが望ましい。つまり、この実施の形態の例では、第１熱交換部４０Ａ１の熱負荷
が、第２熱交換部４０Ａ２の熱負荷と比較して、相対的に大きいため、第１熱交換部４０
Ａ１には、第２熱交換部４０Ａ２よりも、潜熱が大きい液相の冷媒を多く流入させる必要
性がある。そこで、この実施の形態の例に係る冷媒分配器１００は、冷媒が上向きに流れ
る第１筒部１００Ａと、第１筒部１００Ａと接続され、第１筒部１００Ａが流出した冷媒
が下向きに流れる第２筒部１００Ｂとを含んで構成してあり、第１筒部１００Ａと第２筒
部１００Ｂとは、熱源側熱交換器４０－１の複数の伝熱管（図示を省略）のうちの、異な
る高さの伝熱管に接続されている。具体的には、熱負荷が大きい第１熱交換部４０Ａ１に
、第１筒部１００Ａが接続され、熱負荷が小さい第２熱交換部４０Ａ２に、第２筒部１０
０Ｂが接続されている。この実施の形態によれば、第１筒部１００Ａが、第１熱交換部４
０Ａ１に接続されているため、図１８に示すように、第１熱交換部４０Ａ１に分配する冷
媒の流量を多くすることができる。なぜなら、第１筒部１００Ａは、冷媒分配器１００の
冷媒流入側であるため冷媒の運動量が大きい。さらに、第１筒部１００Ａの上部では、慣
性力の影響によって、第１熱交換部４０Ａ１に分配する冷媒の流量が多くなる。
【００５６】
　上記のように、この実施の形態によれば、熱源側熱交換器４０－１が蒸発器として機能
するときに、熱負荷が大きい第１熱交換部４０Ａ１に、液相の冷媒を多く流入させること
ができるため、熱源側熱交換器４０－１の熱交換効率が向上されている。したがって、こ
の実施の形態によれば、冷凍サイクル装置１－１の省エネルギー化を達成することができ
る。
【００５７】
　なお、この実施の形態は、上記の例に限定されるものではない。例えば、送風ユニット
３１が設置される位置、または第１熱交換部４０Ａ１および第２熱交換部４０Ａ２が設置
される位置等によっては、上側の第１熱交換部４０Ａ１の熱負荷と比較して、下側の第２
熱交換部４０Ａ２の熱負荷が大きくなる場合がある。そのような場合であっても、冷媒が
下向きに流れる第２筒部１００Ｂの下部では、重力の影響によって、第２熱交換部４０Ａ
２に分配する冷媒の流量が多くなるため、第２熱交換部４０Ａ２の下部に、液相の冷媒を
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多く流入させることができる。
【００５８】
　また、例えば、上側の第１熱交換部４０Ａ１の熱負荷と比較して、下側の第２熱交換部
４０Ａ２の熱負荷が大きい場合に、熱負荷が大きい下側の第２熱交換部４０Ａ２に、第２
筒部１００Ｂが接続され、熱負荷が小さい上側の第１熱交換部４０Ａ１に、第２筒部１０
０Ｂが接続されていてもよい。
【００５９】
　上記のように、この実施の形態によれば、冷媒が上向きに流れる第１筒部１００Ａと冷
媒が下向きに流れる第２筒部１００Ｂとが、異なる高さの伝熱管に接続されることによっ
て、熱源側熱交換器４０－１に流れる冷媒の流量を調整することができる。例えば、熱負
荷が大きい熱交換部に、液相の冷媒を多く流入させる構成とすることによって、熱源側熱
交換器４０－１の熱交換効率を向上させることができる。
【００６０】
実施の形態５．
　図１９は、この発明の実施の形態５に係る冷凍サイクル装置の冷媒回路構成の一例を概
略的に記載した冷媒回路図であり、図２０は、図１９の熱源側ユニットを概略的に記載し
た斜視透視図であり、図２１は、図１９に記載の熱源側熱交換器において、伝熱管の高さ
位置と液冷媒が流れる冷媒流量との関係を示すグラフである。なお、図１９、図２０にお
いて、図１５、図１６と同一の構成を有する部位には同一の符号を付してその説明を省略
する。図１９の冷凍サイクル装置１－２では、図１５の冷凍サイクル装置１－１と比較し
て、流量調整装置１０１が配設されている。また、図１９の冷凍サイクル装置１－２では
、図１５の冷凍サイクル装置１－１と比較して、バイパス路１００Ｃおよびバイパス路１
００Ｃに配設された切替手段１００Ｄを有している。なお、バイパス路１００Ｃおよび切
替手段１００Ｄについては、実施の形態１で説明したバイパス路１００Ｃおよび切替手段
１００Ｄと同様であるため、以下では説明を省略する。
【００６１】
　図１９および図２０に示すように、この実施の形態の冷媒分配器１００－１は、第１筒
部１００Ａと第２筒部１００Ｂとの間に配設された流量調整装置１０１を有している。流
量調整装置１０１は、第１筒部１００Ａから流出して第２筒部１００Ｂに流入する冷媒の
流量を調整するものであり、例えば、開度を調整できる絞り弁であるが、開度を調整でき
ないキャピラリーチューブ等であってもよい。この実施の形態によれば、熱源側熱交換器
４０－１が蒸発器として機能するときの、流量調整装置１０１から圧縮機１０までの圧力
損失を調整することができるため、図２１に示すように、第１熱交換部４０Ａ１に流れる
冷媒の流量と、第２熱交換部４０Ａ２に流れる冷媒の流量とを、第１熱交換部４０Ａ１の
熱負荷および第２熱交換部４０Ａ２の熱負荷に合わせて調整することができる。
【００６２】
　この発明は、上記の実施の形態に限定されるものではなく、この発明の範囲内で種々に
改変することができる。すなわち、上記の実施の形態の構成を適宜改良してもよく、また
、少なくとも一部を他の構成に代替させてもよい。さらに、その配置について特に限定の
ない構成要件は、実施の形態で開示した配置に限らず、その機能を達成できる位置に配置
することができる。
【００６３】
　例えば、実施の形態１、実施の形態２、実施の形態４および実施の形態５では、熱源側
熱交換器に冷媒分配器１００を接続した例についての説明を行い、実施の形態３では、利
用側熱交換器に冷媒分配器１００を接続した例についての説明を行ったが、熱源側熱交換
器および利用側熱交換器に冷媒分配器１００を接続した構成であってもよい。上記の説明
において、熱源側熱交換器および利用側熱交換器の少なくとも一方は、この発明の「熱交
換器」に相当するものである。
【符号の説明】
【００６４】
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　１　冷凍サイクル装置、１－１　冷凍サイクル装置、１－２　冷凍サイクル装置、１Ａ
　熱源側ユニット、１Ａ－１　熱源側ユニット、１Ｂ　利用側ユニット、１Ｂ－１　利用
側ユニット、１Ｂ１　利用側ユニット、１０　圧縮機、２０　筐体、２０Ａ　筐体、３０
　送風ユニット、３０Ａ　第１送風ユニット、３０Ｂ　第２送風ユニット、３１　送風ユ
ニット、３３　キャピラリーチューブ、３９　送風ユニット、４０　熱源側熱交換器、４
０－１　熱源側熱交換器、４０Ａ　熱源側主熱交換部、４０Ａ１　第１熱交換部、４０Ａ
２　第２熱交換部、４０Ｂ　熱源側副熱交換部、４１Ｂ　熱源側副熱交換部、４０Ｃ　伝
熱管、４０Ｄ　伝熱フィン、４１　熱源側熱交換器、４１Ａ　熱源側主熱交換部、４１Ｃ
　扁平伝熱管、４１Ｄ　伝熱フィン、４１Ｅ　接続管、５０　絞り装置、６０　流路切替
器、７０　アキュムレータ、８０　利用側熱交換器、８０－１　利用側熱交換器、８０Ａ
　利用側熱交換器、８１－１　絞り装置、８２　筐体、８４Ａ　フィルター、８４Ｂ　フ
ィルター、１００　冷媒分配器、１００－１　冷媒分配器、１００Ａ　第１筒部、１００
Ｂ　第２筒部、１００Ｃ　バイパス路、１００Ｄ　切替手段、１０１　流量調整装置、１
０２Ａ　熱源側ユニット、２００　合流管、２００－１　合流管、２００Ａ　第１合流管
、２００Ｂ　第２合流管、３０１　冷凍サイクル装置、５００　冷媒分配器、５１０　熱
交換器。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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